
★令和６年度 野生鳥獣に関する講習会
～野生イノシシに対する豚熱の発生予防対策について～

秋田県畜産振興課 家畜衛生チーム 李



★本日の内容

●豚熱とアフリカ豚熱について

●野生イノシシの豚熱発生状況について

●野生イノシシの豚熱検査実施状況について

●秋田県における野生イノシシの経口ワクチン対策

●秋田県におけるその他の対策（リスクコミュニケーション）

●秋田県における野生イノシシ対策の課題

●岩手県洋野町養豚場における豚熱事例の県外派遣事例



★豚熱とアフリカ豚熱 ～家畜衛生上対策が必要な疾病～

豚熱

アフリカ豚熱
日本で発生あり(2018年～)
ワクチンによる対策

日本で発生なし
韓国・釜山港周囲で発見
ワクチンなし
発生時の早期封じ込め

両方とも家畜伝染病予防法の監視伝染病に指定
万一農場で発生した際には全頭殺処分

まん延防止のため野生イノシシ対策が必須



★豚熱とアフリカ豚熱

疾病 豚熱 アフリカ豚熱

原因 ウイルス

感染 経口感染
経口感染

(ダニによる媒介)

伝播力 ＋＋ ＋

致死率 ＋ ＋＋

臨床症状
高熱・食欲不振、元気消失など

(見た目では判別不可能)

農水省ＨＰ



★豚熱とアフリカ豚熱 ～農場における豚熱の発生～

○農場における豚熱の発生

2018年9月9日岐阜県で初発（26年ぶり）

2025年1月時点 94事例 169農場・6関連施設・約40万頭殺処分

2019年10月～飼養豚へのワクチン接種開始

現時点で46都府県がワクチン接種推奨地域指定

年 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 Total

発生
件数

6 45 10 15 9 4 5 94

○ウイルスの拡散要因

①野生イノシシ･･･初発農場での発生直後、農場近辺で発見された死亡イノ

  シシで豚熱陽性。以後農場での広がりと野生陽性イノシシ

の分布拡大は密接に関連

②人や車両等を介した伝播･･･元々中国由来のウイルスが日本に侵入

   2020年沖縄、2022年山形etc



★豚熱とアフリカ豚熱 ～国の提唱する野生イノシシ対策～

農水省HP



★野生イノシシの豚熱発生状況について ～全国～

○野生イノシシにおける発生

2018年9月13日岐阜県で初確認（発生農場周辺）

2019年3月、岐阜県・愛知県で経口ワクチン散布開始

2024年6月、九州で経口ワクチン散布開始

38都府県で発生（2024年12月時点）

農水省HP



★野生イノシシの豚熱検査状況について～全国サーベイランス状況～

2018年9月～ 139,288頭検査、うち陽性8,129頭

2024年5月～ 佐賀県で初確認

2024年8月～ 青森県で初確認

秋田県では2022年8月初確認(湯沢市)、現在まで14頭の陽性確認

＜全国の野生イノシシ検査状況（H30.9～R6.12） 8,129/139,288(陽性数/検査数)

都府県 検査数 陽性頭数 都府県 検査数 陽性頭数 都府県 検査数 陽性頭数

青森県 108頭 8頭 石川県 2797頭 110頭 島根県 1799頭 151頭

岩手県 1971頭 215頭 福井県 2961頭 235頭 岡山県 1276頭 31頭

宮城県 1689頭 268頭 山梨県 1154頭 90頭 広島県 1101頭 57頭

秋田県 329頭 14頭 長野県 4693頭 341頭 山口県 1019頭 94頭

山形県 1413頭 185頭 岐阜県 15282頭 1681頭 徳島県 894頭 55頭

福島県 1205頭 127頭 静岡県 17522頭 619頭 香川県 1619頭 52頭

茨城県 5613頭 380頭 愛知県 6299頭 199頭 愛媛県 1503頭 4頭

栃木県 3282頭 167頭 三重県 19685頭 1025頭 高知県 956頭 56頭

群馬県 5888頭 348頭 滋賀県 3652頭 405頭 福岡県 1494頭 0頭

埼玉県 4192頭 190頭 京都府 802頭 122頭 佐賀県 1383頭 41頭

千葉県 2923頭 0頭 大阪府 250頭 20頭 長崎県 1486頭 0頭

東京都 554頭 25頭 兵庫県 2286頭 193頭 熊本県 1211頭 0頭

神奈川県 2394頭 108頭 奈良県 1122頭 56頭 大分県 1501頭 0頭

新潟県 1486頭 88頭 和歌山県 1901頭 147頭 宮崎県 1752頭 0頭

富山県 4002頭 161頭 鳥取県 1734頭 61頭 鹿児島県 1304頭 0頭

沖縄県 731頭 0頭

※農水省とりまとめ



★野生イノシシでの豚熱発生状況（農水HPより）
2018.9～2024.12

https://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/csf/wildboar_map.html

陽性 ●
陰性 ●
ワクチン □



陽性 ●
陰性 ●

★野生イノシシでの豚熱発生状況（全国・年別）
2018.9～2018.12

2019.1～2019.12



2020.1～2020.12

2021.1～2021.12

陽性 ●
陰性 ●

★野生イノシシでの豚熱発生状況（全国・年別）



2022.1～2022.12

2023.1～2023.12

陽性 ●
陰性 ●

★野生イノシシでの豚熱発生状況（全国・年別）



2024.1～2024.12

★野生イノシシでの豚熱発生状況（全国・年別）



★野生イノシシでの豚熱発生状況（まとめ）
・2018年9月の初発以降、同心円状に陽性イノシシが拡散

・2024年には北は青森、南は佐賀県まで陽性確認

・野生イノシシだけでなく、人為的な要因も懸念

2021.1～2021.12 2022.1～2022.12

https://www.naro.go.jp/publicity_report/press/laboratory/niah/152616.html



★捕捉・佐賀県における豚熱発生状況

○2023年8月30、31日

佐賀県1例目、2例目の農場での豚熱が相次いで発生

○2024年5月30日

野生いのししで初の豚熱陽性確認

○6月・7月に緊急ワクチン散布、計3,200個散布

○現在感染拡大スピードは本州より低く抑えられており、初動対応の成果？

○2024年12月まで1,342頭検査、うち41頭陽性

防疫措置後の汚染物品
や埋却地に感染性を保
持していたウイルスが

残存？

https://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/csf/wildboar/attach/pdf/240802-4.pdf



★豚熱発生状況（秋田県・東北）

湯沢市 2022.8~ 4頭

横手市 2023.1 2頭

東成瀬村 2023.1 1頭

北秋田市 2023.12~ 4頭

鹿角市 2024.8~ ２頭

2024.12  1頭

○岩手県

2022.4 一関市で初確認

2024.4 洋野町で確認

2024.5 洋野町の養豚場で発生

○青森県

2024.8 階上町で初確認

2024.12  新郷村で8頭目を確認

○宮城、山形、福島

散発的に陽性が確認

秋田県豚飼養頭数

約30万頭のうち12万頭が

鹿角・小坂地域で飼養！



Ｈ３０ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 合計

計 計 計 計 計 計 計

検査 陽性 検査 陽性 検査 陽性 検査 陽性 検査 陽性 検査 陽性 検査 陽性

鹿角市 7 0 9 3 16 3 

小坂町 1 0 0 0 1 0 

大館市 4 0 0 0 4 0 

北秋田市 4 0 13 4 21 0 38 4 

上小阿仁村 2 0 0 0 2 0 

能代市 2 0 4 0 13 0 19 0 

三種町 1 0 1 0 1 0 3 0 

八峰町 2 0 

秋田市 4 0 17 0 30 0 51 0 

潟上市 1 0 1 0 

井川町 1 0 0 0 1 0 

由利本荘市 5 0 8 0 5 0 7 0 6 0 31 0 

にかほ市 2 0 6 0 5 0 0 0 13 0 

大仙市 3 0 0 0 1 0 4 0 

仙北市 1 0 8 0 2 0 11 0 

美郷町 3 0 0 0 2 0 5 0 

横手市 7 2 8 0 2 0 17 2 

湯沢市 1 0 30 0 28 0 17 4 10 0 13 0 99 4 

羽後町 1 0 1 0 5 0 4 0 11 0 

東成瀬村 5 0 1 1 9 0 0 0 15 1 

計 2 0 40 0 39 0 55 7 102 4 104 3 344 14 

★秋田県の野生イノシシ検査状況（年別）

畜産振興課では狩猟及び指定管理鳥獣捕獲事業で捕獲されたイノシシ血液を
１頭6,000円で買取し捕獲を推進(有害鳥獣捕獲以外、上限￥720,000)



★秋田県における野生イノシシの経口ワクチン散布

野生イノシシの豚熱経口ワクチン散布事業

2022 2023 2024

実施市町村 10市町村 23市町村 23市町村

回数 2回 3回 3回

個数 2331個 8690個 10440個

地点数 77地点 137地点 174地点

経口ワクチン

埋め戻し前(左)とイノシシ捕食後(右)のワクチン

2024年ワクチン散布地点



○経口ワクチン散布作業

秋田県はワクチン散布の作業については(株)ALSOK秋田に委託

★秋田県における野生イノシシの経口ワクチン散布



★秋田県における野生イノシシの経口ワクチン散布

○2024.鹿角市散布地点の様子

イノシシによる掘り起こし跡やヌタ場が無数

クマにも注意！



★県内ワクチン散布地点におけるイノシシ



★秋田県におけるその他の野生イノシシ対策
～リスクコミュニケーション～

○陽性イノシシ確認市町村において狩猟者向け説明会を実施

(R6.9.10 鹿角市)

○県内郵便局90局に注意喚起ポスターを掲示

○県SNSでの注意喚起



★秋田県における野生イノシシ対策の課題

○サーベイランスの強化･･･県内狩猟者に対しさらに捕獲の強化を呼びかけ

○経口ワクチンの散布法の改良･･･年々経験が蓄積し、ワクチン摂食痕の判定が熟練

（歯形、足跡、掘り返し跡･･･）

 誘因餌の変更（牛の配合飼料→圧ぺんとうもろこし）

 埋設する深さの再検討

 今後も現場や現地狩猟者、他県の事例を参考に改良



25

★秋田県における野生イノシシ対策の課題
○県SNSの更なる活用･･･Facebook、Instagramなど



○アフリカ豚熱発生時の死体対応マニュアルの作成･･･令和６年11月、県担当各課
 との連絡会議を開催

★秋田県における野生イノシシ対策の課題



●岩手県洋野町養豚場における豚熱事例の県外派遣事例

発生農場･･･岩手県洋野町 一貫経営
飼養頭数･･･約17,500頭

秋田県からの県外派遣獣医師･･･２名
防疫作業従事･･･5/29～6/1

八戸駅で集合→タクシーで集合施設(洋野町立大野体育館)



9:05   八戸駅出発（タクシー）
10:00 集合施設（大野体育館）着
10:10 集合施設発（バス：動員職員と同乗）
10:30 農場着
11:00 作業開始

      作業説明(１時間程度)
      小休憩（３０分）あり

13:30 大休憩（１時間３０分）
15:00 作業再開
18:30 作業終了
19:00 農場出発（バス：動員職員と同乗）
19:20 集合施設着
19:30 集合施設出発（タクシー）
20:30 八戸駅着（解散）

派遣獣医師のタイムフロー



集合施設の様子



農場内防疫拠点（簡略図）

汚染エリアと清浄エリ
アをすのこで仕切る
入場者と退場者が
交差しない

豚舎へ

清浄エリア



殺処分作業



ご静聴ありがとうございました
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